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CDP「フォレスト」「水セキュリティ」分野において 

最高評価「A リスト」に選定 
 

 

大王製紙株式会社（住所：東京都千代田区）は、企業や自治体の環境関連の戦略や取り組みなどを評価・認定

する国際的な環境非営利団体 CDP＊1 より、2025 年の評価において、「フォレスト」「水セキュリティ」の 2 分野で最高評

価である「A リスト企業」に選定されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊1．CDP とは 

企業や自治体による環境情報の開示を世界規模で促進する国際的な非営利団体です。2000 年に設立され、現在では世界中の企業、

自治体、機関投資家が参加し、気候変動、水資源、森林などの環境分野における情報開示と、その透明性向上を推進しています。企業が

開示した情報は、投資家や政策立案者をはじめとするステークホルダーの重要な意思決定に活用されています。2025 年には、資産総額 127

兆米ドルに相当する 640 社超えの機関投資家が環境情報の開示を CDP に通じて要請し、22,100 社を超える企業が CDP のプラットフォー

ムを通じて情報を開示しました。これらの開示内容を基に、CDP は企業の環境対応の水準を評価し、A から D-までのスコアを付与しています。 

 

■大王グループの取り組みについて 

大王グループは、1993 年に製紙業界に先駆けて制定した「DAIO 地球環境憲章」の基本方針のもと、地球環境問題

の解決に向けて、事業活動を通じた取り組みを積極的に推進してきました。さらに、これまでの取り組みに加え、2021 年に

策定した「大王グループ サステナビリティ・ビジョン」に基づいた SDGs 達成への取り組みを連動させることを目的に、「DAIO

地球環境憲章」を併せて改定し、経営に織り込んだ推進体制のもと、継続的な環境経営の強化を図っています。 

 

１．「フォレスト」分野に関する取り組み 

2021 年に開催された COP26＊2 で日本政府を含む各国の首脳が署名をした「森林と土地利用に関するグラスゴ

ー首脳宣言（Glasgow Leaders’ Declaration on Forest and Land Use ）」を支持し 、2030 年までに

森林減少を終わらせることに貢献するため、2023 年に「大王グループの森林経営に関する方針」を制定しました。森

林減少に歯止めをかけて、パリ協定が掲げる 1.5 度目標達成を支援するため、「森林に関するニューヨーク宣言

（New York Declaration on Forests: NYDF）」に準拠した森林経営に取り組んでいます。また、2024 年に

「TNFD Adopter」に登録し、同年から TNFD 提言基づいた開示を行うとともに、ネイチャーポジティブ経済の実現に

向けて、バリューチェーン全体で森林環境への負荷低減と生物多様性の維持に取り組んでいます。原材料調達にお

いては、森林認証材の利用拡大を進めるとともに、違法伐採や森林破壊に関与しない調達体制の構築を通じて、サ

プライチェーン全体での責任ある森林管理に取り組んでいます。また、自社管理林および調達先における森林保全・

再生の取り組みを通じて、気候変動の緩和や生物多様性の保全にも貢献しています。 



＊2．COP26 とは 
国連気候変動枠組条約第 26 回締約国会議（The 26th session of the Conference of the Parties to the United 

Nations Framework Convention on Climate Change）の略で、気候変動に関する対策等を議論する目的で開催された

国連主導の第 26 回目の会議。 

 

２．「水セキュリティ」分野に関する取り組み 

大王グループは、製紙事業において水が重要な経営資源であるとの認識のもと、水リスクの把握と低減、水使用

量の削減、水循環の高度化に取り組んでいます。各生産拠点においては、取水量および排水の継続的な管理・改

善を進めるとともに、製造工程で使用する水の再利用や効率化を推進しています。 

また、あらゆる紙をフレキシブルに生産可能な世界最大級の製紙工場である三島工場（愛媛県四国中央市）

では、H＆PC 商品（主原料：パルプ）の製造工程で発生する排水を、紙・板紙や新聞（主原料：古紙）の製

造用水として再利用するなど、多様な紙製品を一貫して生産する強みを活かし、水資源の有効活用に取り組んで

います。さらに、渇水期には総合排水処理後の放流水を約 10～35％再利用することで、取水量の削減と安定操

業の両立を図っています。 

 

■今後について 

大王グループは、経営理念である『世界中の人々へ やさしい未来をつむぐ』を実現するため､「衛生：人々の健

康を守ること」 「人生：人生の質を高めること」 「再生：地球を再生すること」という「３つの生きる｣をビジョンに掲

げ、事業活動を通じた社会課題解決に取り組んでいます。今後も、環境方針に基づき、気候変動対策、森林保

全、水資源管理をはじめとする環境課題への対応を一層強化し、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

 

＜関連情報＞ 

CDP 日本公式サイト：https://japan.cdp.net/ 

大王製紙 HP サステナビリティページ：https://www.daio-paper.co.jp/csr/ 

 

 

【本リリースに関する問い合わせ先】 

大王製紙株式会社 サステナビリティ推進部 田中、常 E-mail: aaaz0226@daiogroup.com 

※報道機関の方は、下記までお問い合わせください 

大王製紙株式会社 広報・IR 課 TEL：090- 9000-0235 

https://japan.cdp.net/
https://www.daio-paper.co.jp/csr/

